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鳳
鴫
は
最
大
4
点
差
を
覆
さ

れ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
。

県
北
か
ら
1
人
で
投
げ
通
し
て
き

た
主
戦
左
腕
の
佐
藤
宏
樹
（
2

年
）
が
と
ら
え
ら
れ
た
。
ナ
イ
ン

は
試
合
後
、
肩
を
落
と
す
佐
藤
を

か
ば
っ
た
。
川
又
光
主
将
（
同
）

は
「
援
護
の
不
足
を
突
き
つ
け
ら

れ
た
。
チ
ー
ム
に
と
っ
て
薬
に
な

る
負
け
」
と
振
り
返
り
、
翌
日
の

東
北
大
会
の
代
表
決
定
戦
へ
と

前
を
向
い
た
。

形
と
し
て
は
、
5
点
を
奪
っ

た
鳳
鴫
。
し
か
し
、
2
四
球
を

得
て
無
死
一
、
二
塁
と
し
た
8

回
に
無
得
点
な
ど
、
勝
負
を
決

た。
佐
藤
の
球
数
は
1
6
0
を
超
え

た
。
日
差
し
の
強
さ
や
相
手
の
フ

ル
ス
イ
ン
グ
の
威
圧
感
が
消
耗
に

拍
車
を
か
け
た
が
、
気
力
で
カ
バ

ー
し
踏
ん
張
っ
た
。

勝
負
ど
こ
ろ
で
甘
さ
鳴

東
北
出
場
へ
立
て
直
し
鳳

め
る
点
を
取
れ
な
い
甘
さ
が
あ
っ
　
最
終
回
は
「
勝
ち
急
が
ず
に
、

た
。
蜜
藤
広
樹
監
督
は
「
好
機
が
一
人
一
人
打
者
と
戦
う
だ
け
」
と

あ
っ
た
中
で
、
終
わ
り
方
が
ま
ず
ナ
イ
ン
と
確
認
し
マ
ウ
ン
ド
へ
。

か
っ
た
」
と
指
摘
。
「
『
ま
さ
か
の
し
か
し
四
球
を
与
え
た
焦
り
な
ど

敗
退
』
と
い
う
試
合
で
は
な
い
」
　
で
「
冷
静
に
考
え
ら
れ
な
か
っ

と
厳
し
い
表
情
を
崩
さ
な
か
っ
た
」
。
疲
れ
は
な
い
、
球
も
良
か
っ

た
－
と
気
丈
に
語
り
、
今
ま
で
通

り
の
投
球
が
で
き
な
か
っ
た
気
持

ち
の
弱
き
を
反
省
し
た
。

県
北
大
会
決
勝
で
勝
利
し
た
能

代
松
陽
と
の
再
戦
に
、
東
北
大
会

の
最
終
切
符
が
か
か
る
。
監
督
は

「
き
ょ
う
何
が
だ
め
だ
っ
た
か

ば
、
お
の
お
の
分
か
っ
て
い
る
は

ず
。
負
け
か
ら
し
っ
か
り
立
て
直

し
、
総
力
戦
で
臨
み
た
い
」
と
話

し
た
。
川
又
主
将
は
「
チ
ー
ム
の

自
覚
を
再
度
高
め
る
き
っ
か
け
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
最
善
の
準

備
を
尽
く
す
」
と
闘
志
を
再
燃
さ

せた。
バ
イ
．
ブ
イ



軒 般 珊 遥 何 遍 「 穂 二 部

ぐ ／ ‥ 汁 物 面 河 嬰 【 語 痛

む 調 、 募 建 売 り 帥 灘 回

～ 白 樺 掛 削 d i u u ∴ Ⅷ

． 伺 漢 籍 書 落 還 滞 儒 日

脚 山 際 C u 付 。 畑 ＝ 丹

心 如 〕 附 ∵ C I す ぐ

村 営 ノ 詰 6 溺 ぐ ノ 　 　 　 【 同 軸 山 田 】

… 同 憎 碑 を レ 斗 U C 時

点 さ 滞 む レ J u N 〇 　 滴 嘉 警 牡 即 灘 Ⅲ e N A Ⅲ ノ 　 甘 或

① 国 糾 帯 を レ 0 白 洲 山 下 ＝ 井 高 野 に 刑 ↓ 語 那 9 － 樹 心 胆 忠 V A C

む 的 、 末 法 罰 聞 け i ・ 、 冊 ∴ U o 　 血 清 鶉 － 札 ・ 、 甘 ふ 麟 ○ ［ 塙 韮 母

心 ノ 　 蟄 ハ 田 仲 惑 学 籍 呂 柳 田 … 耽 丸 町 を レ ～ 斗 売 切 ・ ∪ 単

か o
◇ 心 情 … 清 濠 輯 【 白 州 山 九 0 ℃ u F 】

4 、 川 畑 … 菖 ＝ 小 評 “ 聯 　 （ ‥ 汁 ） 　 ぐ 、 ＝ i 血 即 事 ＝ 妙 高

（ ＝ 汁 ） ＝ 馴 ≠ 廿 ノ 　 計 送 埜 　 （ 卸 町 ） 　 ＜ 一 語 灘 ＝ u n 能 面 滴

［ 轟 音 ノ 恥 部 十 五 － 4 、 品 制 海 ＝ ‥ 汁 賎 堅 調 〇 滴 － ノ 無 毒 義

＝ 汁 罷 」 型 晶 註 茶 話 一 方 肴 憶 掛 即 d i u 斗 山 高 等 糠

〇 滴 ⊂ ノ 　 肌 ‥ 甘 ． 功 C S 的 泄 諒 … 愉 陸 的 山 際 C u N 。

」 型 ［ 詩 語 の 回 ノ 　 団 欒 S ゝ i “ 部 ‥ 珊 ふ 巴 聡 〟 a h 間 作 鮒 締

高 山 繭 馬 ） ノ 　 ー … 帯 封 レ 巾 」 刃 ヾ 土 日 型 ． 周 … 甜 蹄 に C u 付 o

肌 国 語 N 田 無 ～ 白 頭 馨 ． S 露 語 何 高 論 絹 製 朝 … 間 h

C ノ 　 鴫 鍬 Ⅷ 詔 再 建 … 滞 ． 傭 N 」 州 。 小 S 旧 聞 N Ⅷ 尉 － 帆

を レ 0 加 … 甲 ． 倒 血 相 」 抑 C u N む 夕 　 べ 回 軒 … 尉 鶏 S 油

川 駅 高 時 … 抄 “ 聯 S u 筒 口 仲 川 … 間 H H t q I 血 判 ～ 白 き 訓 ÷ ヽ ノ 　 N

0 － m 立 合 ヾ Å 言 刃 ． 側 に － 7 丸 母 心 」 姉 ～ ∩ 照 の ～ 嶋 村 o

r 料 三 十 品 つ S … 脚 ノ 　 圏 … 留 鳥 U ヽ イ ヾ 丁 場 豊 H u 婦 へ

（ ∩ － ノ 　 ＝ 山 間 付 母 心 さ ノ 　 N W 酌 む レ O N ‥ 廿 S … 園 田

… 甲 高 出 血 鵬 高 時 鞘 r u 付 。 ］ 別 添 国 許 N 田 山 鷲 科 へ

（ 動 － … 尉 － ノ 　 ＝ 山 間 S 鴫 ヾ ≠ o 　 甘 割 注 富 鮒 甲 」

川 棚 － 叫 H 」 抑 ○ 　 紺 餅 伊 I ノ 　 用 … 間 辻 レ 0 ‥ 冊 甘 罷 董

［ 柿 ＝ 脚 廿 「 倒 － 山 部 母 心 さ ‥ 廿 山 部 心 制 C u 付 〇

回 口 和 ・ 側 崎 － 溜 」 ㍍ 聾 的 叩 鴫 S 鞘 　 C J を レ 6 嶋

村 良 さ u N … 訓 薄 。 Ⅲ 〕 荊 講 ． U で ノ 立 坪 ． 〔 ぐ ノ 科 で ノ o

d ノ 　 搬 輯 旧 的 J 車 バ 恥 W d d 鷲 津 か 弟 藤 ～ M o



【大館鳳鴫】
打要点振球犠

（㊤阿　部　210130
（蔓）高　見　201012

（雪）花　田　410010

（②関　本　311211

㊥金　谷　431000
PR7武田100000

①匪藤宏　500100
（③小　林　401101

④イ左藤教　400100
（蔓）川　又　210020

失盗残………・……・・…

0611　3174684

【能　代】
打安点振球犠

＠浦田　田

（③石　井

④若　狭
（②杉　渕

（94＼林

⑦1関
⑧見　上
Gだ米　川

510200

411110

532000

433110

400100

310210

400300

200200

PH中野　000010

7畠　山　100100

（⑨渡　還　310110

失盗残・・・・………・・……

229　351061450

投　手　団　　安振球
佐藤宏　8兆　10145

米　川　7　　756
関　　2　　012




